







































































































共通して、二人の男女の一瞬の邂逅 描いた〈下〉から九年後 再会の場面である〈上〉ま の空白の九年間を 高峰と貴船夫人 相思相愛の恋愛関係すなわち〈純愛〉に焦点を当てて埋めること 目的 てるように思える。
しかし、語り手である「予」もまた、 〈純愛〉の物語 主役として読
まれてきた高峰と同一日に小石川の植物園で貴船夫人 美に心打 れ、九年後にまた高峰と同じ日に外科室で夫 と再会を果たし いる人物であることを忘れるべきではない。 「予」は、高峰と貴船夫人 死 見届
――











といった表現が多用される。同時期の「夜行巡査」 、 「義血侠血」 （ 『読売新聞』明治二十七年十一月） 、 「琵琶伝」 （ 『国民之友』明治二十九年一月）の語りとはやや異質である。またこれらの作品では語り手 職業や登場人物との関係なども明かされていな
いため、 「外科室」においての語り






























































た「美術解剖学」の講義ノートも収録され そこには人間の臓器が模写されている。 「予」 高峰が身を置いた美術の世界と解剖学（＝医学） の世界は 〈観察〉 というイメージで結び付ることができると言え、〈上〉と〈下〉の舞台となった場所の同時代性と合わせて考えると「外科室」の構造は、 〈観察者〉であ 男二人が、同じ日に〈観察〉 場所「小石川の植物園」で一人の女性に出会い、九年後また〈観察〉の場所「外科室」で同じ日に同じ女性に再会する物語であると整理できる。
小説における語り手は、物語世界で起こる出来事やそこに存在する人


















〈下〉の末尾で「予」はこのように語ることで高峰と夫人との間の恋愛感情を仄めかし、 〈上〉での劇的な二人の男女の死が、情死であったかのように語り、読者に作中の〈上〉 〈下〉間 空白を二人の恋愛 埋めるように読ませる。手術台の上 貴船夫人の激しい言動と、九年前の二人の（ 「予」を含め と三人の）たった一瞬の出会いを「予」によって高峰と貴船夫人の〈相思相愛〉の情と因果付けるように読まされてしまうために、読者は本作の急激な展開に困惑するのではないか。私たちは「予」の語りによ 仄めかし抜きに〈上〉と〈下〉 間に高峰と夫人の相思相愛の恋愛関係を読むことはで いのである。先に引用した〈下〉の末尾の「予にすら一言をも語らざりしかど」と



















では貴船夫人一行の誰も「予」と高峰の方に意識 向いている様子は無いの ある。貴船夫人は病院で初めて を意識 そこではじめ 何らかの感情を抱いたということ 考えられなく ない
手術台での夫人の「忘れません。 」
という言葉に対する高峰の返答か
らも、高峰の夫人への恋心は読み取れない。相手が九年前に〈観察〉た佳人でなかったとしても、 「肉を殺いで、骨を削る」手術を「麻酔剤なしで行えと求める患者 ことなど忘れるはずがなく、恋愛感情による発言とは決め難いのではな か。
そもそも、 「予」が高峰と夫人の恋愛関係を種明かしする〈下〉でも、






かされぬ。 」という語りも、 「予」に与えられた画師という職業 設定が強調されているようであ 、逆に高峰は画師ではないが故にさほど心を動かされなかったという事実を逆説的 示してしまう。 「真 美」が「動かす」のはあくまで「人」 （＝他人）であり、高峰ではない。「予」の語りを除いた直接話法から読み取ろうとした場合、高峰と貴船夫人との出会いとその後の二人の死は、彼らが相思相愛であったがゆえであると特定するのは難しい。会話文も、 「予」によって語る・語らないといった編集が加えられているとも言えるが 少なくとも 以外の登場人物の言葉であり「予」の主観からある程度の距離を取ることが可能であろう。二人の恋愛の物語はあくまで「予」の認識したものであり、それが高
峰や貴船夫人の認識と共通である は言 ない。このような「予」 語りから見る高峰と貴船夫人の恋愛関係の有無につ は、野口哲也が詳述している
(
)。 「小石川の植物園」と「外科室」での出来事を、恋愛物語
として語るのは、他でもない、語り手の 「予」 であ 。そうであるなら、高峰の死は貴船夫人に対する恋愛感情によってでは無かった ではか。「予」と高峰は、同じ〈観察者〉であると先述したが、同じ場所で同じ時に夫人をみかけた二人の〈観察者〉の生死を分けたも は何
たのだろうか。また、高峰が貴船夫人との恋愛に殉じたというのが 「予」の認識に過ぎないとするのであれば、高峰はなぜ夫人と「同一日」に死ななければならなかったのだろうか。
高峰の死については、貴船夫人と「同一日に前後して相逝けり」とし





して発表、 『太陽』明治三十年七月）からいわゆ 〈観念小説 「職分と みだりに私情を交える とをいさぎよしとし
(
)」人物を登場
させている。 「外科室」と同時期発表 「夜行巡査」の主人公八田はその代表であろう「夜行巡査」の舞台は近代と前近代が対立する明治の世である。そこで主人公八田巡査は、心から憎い宿敵が冬の冷たい濠に誤って落ちる場面に遭遇する。八田巡査は泳ぐことが出来ない。極寒の 宿敵を追って飛び込めば、泳げない八田が命を落 すことは明らかである。また、宿敵がこのまま死ねば は念願叶っ お香という女性 結婚すが出来る。しかし八田は、 「警官として、社会よ 荷へる負債を消却せ
――
むがため、あくまでその死せむことを、寧ろ殺さむことを欲しつゝ」 、「職掌だから」と宿敵を追って濠に飛び込み、命を落とす。「夜行巡査」は恋人であるお香と結婚したいという私情と、溺れかけている相手が例え憎んでいる者 もそれを助けなければならないという警官の職務との間で揺れ動く八田巡査の「職務と私情の相克矛盾」の物語であるとす 読み 広く共有されている
(
)が、ここで八田にとって「警
官として」の「 掌」は、 「社会」つまりはそ 雇い主である政府から荷った「負債 であった。そう あるならば、八田巡査が濠に飛び込むのは、人助けの気持ちがお香への思いを上回ったことによってではなく、 「社会より荷える負債」である「職掌」から逃 ため 自殺であったとも言えるだろう。「夜行巡査」に対する同時代の評価は、人物や素材の新しさへの評価と結構の不自然へ 批判のどちらもが見受けられ、その斬新さ故か 翻案であろうとも評価されてきた。こ ような評価は「夜行巡査」の二月後に同じく『文芸倶楽部』に発表された「外科室」への評価とも 通する部分が多くある
(
)が、同じ〈観念小説〉の中でも、 「外科室」におい























の責任は、言葉通り医師と 人の命 負 べき責任のことである。一介の外科医ではない、 「外科々長」であ 高峰にはこの麻酔 しの手術にも成功 算段があったのではないか。 からこその「
責任を負っ






から求められていたことは周知の事実で、そ 存在は家の継承 次世代の育成のた にあった。貴船夫人に
とってもそれは例外では無かったは
ずだ。まして、爵位を持つ家に嫁いだ夫人 とっては良妻賢母 い 役割がいわば〈職掌〉であったのではな か。夫人が親族（＝「家」 ）から求められた母と あるべき姿は








完遂されていたかもしれない手術であるの 、夫人はそれを望まず、「乳の下深く掻き切」り自ら命を絶つ。これは、時代に要請されたあるべき姿でいられなかっ 女性の自殺なのである。高峰の死については、野口哲也が、 「高峰の自殺は、患者の命を救うという、感情と 別に存在する職分を果たせなかった外科医と ての責任を取ったものだ 見ることも十分可能」であると指摘している
(
)。高峰の死が「自殺」であった
かどうかは本文に書かれてお ず、そう決めてかかるのは「予」の語りに寄せられている気も些 するが、夫人の死の強烈なインパクトの後であることを考えると、敢えて病死や事故死を疑 自殺であるとするのが自然であろう。 「外科室」の物語のなかで死んで った二人には果たせなかった〈職掌〉という問題が共通し あるのである。
では画師である「予」の〈職掌〉とはなにか。作中には「予」が絵を












たものこそ芸術であり、芸術家や小説家には「想像力」が不可欠であると鏡花は言う。このような作家自身の芸術観を下敷きにして語り手は画師であると設定されているのではないか。 〈観察〉した「事実 を主観的に解釈し、 〈想像〉を加えて表現することが画師である 予」の〈職掌〉なのである。「予」は物語の中で絵を描くことはしなかったが、読者が読まされた高峰と夫人との恋愛物語こそが、 「予」が「事実と想像をうまく混ぜ合はして、それを傑れたアートに依つて書き表はした」 「 作品」であったと言えるのではないだろうか高峰と貴船婦人の死を〈観察〉した「予」は二人 九年前から相思相






















高峰に思いを伝えたことに感じ入り、高峰の死を夫人への恋愛感情と因果付けることで、自分 「芸術作品」のなかで夫人 思いを成就させてやりたかったのではないだろうか。 「予 が語り手であることと、画師であることの特権を以て語っ 物語は、貴船夫人の めに創り上げ 物語だったのである。「予」は最後に二人が死ぬ結末を知っている状態で読者に向けて語りを始める。夫人のために〈下〉での出会 から〈上〉ま 語り直すとき、 「予」は高峰のそ 時々 態度 都合の いよ に語ることもできるのだ。すべてが終わ 時点から「予」が高峰や貴船夫人らの物語を語り直す構造は、のちの「高野聖」 （ 『新小説』明治三十三年二月）などに言われ ような入れ子型構造
(
)に通じるものもあるのではないか。




高峰は「看護婦、刀を。 」と執刀するまで、病室内で唯一の「顔の色動かざるもの」として「自若たる」態度を貫く。〈下〉の小石川植物園での「真の美の人を動かすことあの通りさ、君はお手の物だ、勉強 給へ。 」と言う言葉への「さも感じたる面色にて」という注意書きも「予」の主観に過ぎない。日常生活でも、ある物事の結末を知ってからその過程を振り返ると、
そういえばあの時のあれはこういう とで った、などと合点がいくことはままある。貴船夫人 ために、高峰の冷静な態度に少しでも揺らぎを感じ取りた 「予」 導きによって私たちは高峰の恋心を想像させられてしまう。 れがあまりにも微かなために、終わりまで読み終わった後突飛な印象を受けるのである。
もう一点、 「外科室」を読むに当たってやはり「愛と婚姻」を無視す
ることはできまい。












においては言うまでも無く美しく気高い貴船夫人 ある。結婚さえしていなければ高峰への気持ちはなんの罪にもならないものを、貴船伯爵との結婚で「妻」と言う人種に「束縛され」てしまったこ により、夫人の思いは行き先をなくしてし う。思い返せば、 「貴船伯爵夫人」のファーストネームは示され いない。
また鏡花は「愛と婚姻」で、 「情死、駈落、勘当等、これ皆愛の分弁





〈上〉 〈下〉それぞれの末尾を引用した。〈上〉の結びの「あたかも」は、まるでないようであったが、実際には夫人の周りに「社会」はたしかにあったことを示してしまう「予」の悲痛な言葉である。 予」は、九年前 夫人を見かけたとき高峰も一緒にいたことを説明す ことで、二人の「情死」の物語を創り上げる。
「情死」であるから貴船夫人の思いは「愛」である。だから結びに反語表現で「二人には」 、延いては貴船夫人には、 「罪悪」などないのだと主張する。末尾の言葉 貴船夫人に贈る言葉であるとも読める。「予」による物語りは画師としての〈職掌〉でもあり、同時に「予」の貴船夫人へのある種 〈純愛〉の形 もあったの 。
おわりに
「外科室」は「予」の語りによって物語が進行 た。 「予」は、単なる語り手ではなく、一登場人物として九年前に小石川植物園で高峰 共に貴船伯爵夫人を見かけ、外科室で高峰と共に夫 と再会している。 「予」には画師という職業が設定されており、それは〈観察〉を基本としそこに解釈を加えて芸術作品を創り上げるものであった。そのような画師という職業を設定された「予」は、高峰と貴船夫人と
いう二人の人物の死を るとき、二人の間にあたかも相思相愛
――


































































































（ 『国民之友』明治二十八年九月十三日）に「 『哀史』のジャーベルは實に『夜行巡査』を作爲せし鏡花子が粉本なり」とあり、 「外科室」について


















笠原伸夫「 『高野聖』の神話的構想力」 （ 『文学』昭和六十二年三月）で
は「高野聖」の「語りのなかに別の語りが嵌め込まれ、その別の語りの中にさらに別の語りが参入する」構造が「入 子型構造」と称されてい 。「外科室」では、貴船夫人や高峰が語ることはないが、ある人物が複数の物語を語り直して聞かせるという語りの方法は鏡花の後の幻想的な小説にしばしば見られ、語り手のバイアスも指摘され ところである。初期の作品からその片鱗が見え いたのではないだろうか。詳述する余裕はないためここで指摘する とどめ、今後の課題にしておき い。
※本文他、鏡花作品の引用はすべて岩波書店版『鏡花全集』 （昭和四十八年一月～昭和五十一年三月、全二十九巻） による。ルビは省略し漢字は新字体に改めた。
